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日本産淡水魚類を保全していくためには、その生息地の保護のほか、遺伝的に分

化した地域固有の集団を保全するために、対象種の遺伝的多様性・遺伝的集団構

造の把握が重要である。また、日本産淡水魚類の分布域形成史の知見を蓄積する

上でも、種内の遺伝的集団構造の把握が重要である。本研究では、人為的な移植

放流の影響がほとんどなく、上流域における淡水魚の本来の遺伝的集団構造を調

べるサンプルとして有効な種であるタカハヤRhynchocypris oxycephalusを対象種

とした。タカハヤの遺伝的集団構造を把握することで、日本産淡水魚類の分布域

形成史や純淡水魚の保全に関する有効な知見を得ることを目的とした。また、本

種の太平洋側の自然分布域の東限に関して、既往の報告で曖昧な点があることか

ら、太平洋側の自然分布域境界付近の遺伝子解析を行い、自然分布域の東限を調

べた。さらに、近年、東京都や山形県のなどの自然分布域外で飛び地状に本種が

確認されていることから、本種の遺伝子解析を行い、国内外来魚としての由来を

調べた。  
日本全国のタカハヤの遺伝的集団構造を解析した結果、日本列島68河川71標本群

499個体で計187種類のハプロタイプを確認した。標本群間の遺伝的分化の程度を

表す固定指数FSTは0.846（平均値）であった。野生集団でFSTが0.25以上の場合、遺

伝的分化が大きいとされていることから、日本のタカハヤの遺伝的多様性は高い

ことが示唆された。遺伝的な系統樹では、｛西瀬戸・九州・中国地方｝、｛高知｝、

｛東四国・近畿｝、｛北陸・愛知｝、｛三重・静岡｝、｛九頭竜川｝、｛琵琶湖・

多摩川・山形｝の大きく7つのグループに分けられた。分子時計を用いてタカハヤ

の遺伝的な分岐年代を推定した結果、各グループの境界に位置する諸山脈（四国

山脈、中国山脈、紀伊山地、鈴鹿山脈、赤石山脈）の隆起年代と各グループ間の
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分岐年代がほぼ一致したことから、各グループの遺伝的分化は地史的影響を強く

受けていることを示唆していた。東四国・近畿グループは、最終氷期に瀬戸内海

に存在した現在の塩飽諸島付近を分水嶺とする東西の 2つの大水系を介して分布

域を広げていったと考えられ、東四国・近畿グループと伊勢湾周辺域のグループ

の遺伝的分化（分子時計：約175万年前）は鈴鹿山脈の隆起（約150～100万年前）

と紀伊山地の隆起（約200万年前）によって起こったと考えられた。四国のグルー

プをみると、過去に3河川（仁淀川・鏡川・物部川）が繋がっていた時代の祖先を

共通祖先に持つ遺伝的に近いハプロタイプが高知グループとなったと考えられた。

高知グループと西瀬戸・九州・中国地方グループの遺伝的分化（約98万年）は、

四国山脈の隆起（約100万年前）によって起こったと考えられた。また、四万十川

の2標本群が西瀬戸・九州・中国地方グループに含まれた結果は、肱川水系と四万

十川水系の過去の河川争奪の可能性を支持しており、河川上流域に生息するタカ

ハヤは河川争奪の指標生物としても有効である可能性が示唆された。  
タカハヤの太平洋側の自然分布域の東限を把握することを目的として、伊豆半

島周辺域および国内外来魚の侵入元と考えられた琵琶湖標本群を解析した。その

結果、9河川9標本群61個体で計20種類のハプロタイプを確認した。遺伝的な系統

樹では、｛大井川・安倍川・興津川｝、｛琵琶湖・多摩川・伊豆半島｝の大きく2
つのグループに分けられた。静岡県中部に位置する興津川は、大井川・安倍川・

興津川グループに含まれた。神奈川県西部に位置する新崎川と伊豆半島内を流れ

る狩野川、河津川は、琵琶湖・多摩川・伊豆半島グループに含まれた。よって、

タカハヤの自然分布域の東限は興津川である可能性が示唆され、伊豆半島内のタ

カハヤは国内外来魚である可能性が示唆された。  
タカハヤの国内外来魚の由来を把握することを目的として、東京都多摩川と山

形県の諸河川および国内外来魚の侵入元と考えられた琵琶湖周辺の標本群を解析

した。その結果、14河川14標本群138個体で計29種類のハプロタイプを確認した。

遺伝的な系統樹では、｛琵琶湖西側｝、｛琵琶湖東側・多摩川・山形｝、｛九頭

竜川｝の大きく3つのグループに分けられた。多摩川と山形県の五十川・赤川の各

標本群は、琵琶湖東側・多摩川・山形グループに含まれ、琵琶湖流入河川である

天野川、愛知川と同一のハプロタイプ（Hap12、Hap13）が認められた。多摩川と

山形県の諸河川の標本群は、琵琶湖グループと遺伝的に近く、琵琶湖の東側に流

入している河川の天野川、愛知川と同一の遺伝子型が認められたことから、多摩

川と山形県の諸河川のタカハヤは、琵琶湖東側の流入河川からの侵入である可能

性が示唆された。これらの侵入個体は、琵琶湖の湖産アユ種苗に付随して非意図

的に導入された国内外来魚である可能性が示唆された。  


